
(57)【要約】

【課題】組立作業を容易とすることができる拡散器を提

供する。

【解決手段】薬剤瓶３から延出した吸上芯９６を、内部

構成体１３に設けられた挿通穴９７を介して上方へ延出

する。挿通穴９７を横長の楕円形の開口部で構成する。

挿通穴９７の短軸９９の長さ寸法を、吸上芯９６の直径

とほぼ同寸法に設定し、当該吸上芯９６の前後方向への

移動を阻止する。支柱１０１に設けられたヒータ１０２

の加熱部１０４を円筒状に形成し、挿通穴９７の真上に

配置する。加熱部１０４の直径Ｄを、挿通穴９７の短軸

９９の長さ寸法より大きな寸法に設定し、加熱部１０４

を吸上芯９６に遊嵌する。吸上芯９６で吸い上げられた

薬剤を加熱部１０４で外周部から加熱して薬剤の蒸散を

促進するとともに、蒸散した薬剤を揮散穴を介して外部

に揮散する。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 拡 散 器 本 体 に セ ッ ト さ れ た 薬 剤 容 器 の 吸 上 芯 が 挿 通 す る 挿 通 穴 を 備 え た 構 成 部 品 と 、 前
記 挿 通 穴 を 挿 通 し た 前 記 吸 上 芯 に 遊 嵌 す る 筒 状 の 加 熱 部 と を 備 え た 拡 散 器 に お い て 、
　 前 記 挿 通 穴 を 、 前 記 吸 上 芯 に 適 合 し た 形 状 の 開 口 部 分 と 、 該 開 口 部 分 の 周 囲 の 少 な く と
も 一 部 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流 部 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 拡 散 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挿 通 穴 が 設 け ら れ た 壁 面 に 、 前 記 吸 上 芯 を 前 記 挿 通 穴 に 案 内 す る 傾 斜 面 を 形 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 拡 散 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 挿 通 穴 を 楕 円 形 の 開 口 部 で 構 成 す る と と も に 、 該 挿 通 穴 の 短 軸 の 長 さ 寸 法 を 、 円 筒
状 に 形 成 さ れ た 前 記 加 熱 部 の 直 径 よ り 短 く 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載
の 拡 散 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 薬 剤 を 気 化 し て 拡 散 さ せ る 拡 散 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 薬 剤 瓶 に 収 容 さ れ た 液 状 薬 剤 を 気 化 し て 放 出 す る 際 に は 、 拡 散 器 が 用 い ら れ て い
た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 拡 散 器 は 、 薬 剤 瓶 を 拡 散 器 本 体 に セ ッ ト す る 際 に 、 前 記 薬 剤 瓶 か ら 延 出 し た 吸 上 芯
を 取 付 部 材 に 設 け ら れ た 挿 通 穴 へ 挿 通 す る と と も に 、 そ の 上 部 に 設 け ら れ た 円 筒 状 の 加 熱
部 に 遊 嵌 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 吸 上 芯 を 外 周 部 か ら 加 熱 部 で 加 熱 す る こ と に よ
っ て 、 当 該 吸 上 芯 で 吸 い 上 げ ら れ た 薬 剤 の 蒸 散 効 率 を 高 め る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 挿 通 穴 の 周 囲 部 に は 、 振 り 止 め ガ イ ド が 上 方 へ 向 け て 突 設 さ れ て お り 、 前 記 吸 上 芯
の 位 置 ず れ を 防 止 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 吸 上 芯 が 位 置 ず れ し 、
そ の 一 部 が 前 記 加 熱 部 に 接 触 す る 状 態 を 回 避 で き る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 加 熱 部 に
よ る 効 率 的 な 蒸 散 効 果 が 確 保 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ０ １ ５ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 拡 散 器 に あ っ て は 、 吸 上 芯 が 挿 通 す る 挿 通 穴 の 周 囲 部 に 細 長
の 振 り 止 め ガ イ ド が 複 数 突 設 さ れ て い る た め 、 組 立 時 に 配 線 や 他 部 材 が 引 っ 掛 か る 恐 れ が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 配 線 の 引 き 回 し な ど の 組 立 作 業 を 慎 重 に 行 う 必 要 が あ り 、 組 立 時 に は 苦 労
を 要 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 組 立 作 業 を 容 易 と す る
こ と が で き る 拡 散 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 請 求 項 １ の 拡 散 器 に あ っ て は 、 拡 散 器 本 体 に セ ッ ト
さ れ た 薬 剤 容 器 の 吸 上 芯 が 挿 通 す る 挿 通 穴 を 備 え た 構 成 部 品 と 、 前 記 挿 通 穴 を 挿 通 し た 前
記 吸 上 芯 に 遊 嵌 す る 筒 状 の 加 熱 部 と を 備 え た 拡 散 器 に お い て 、 前 記 挿 通 穴 を 、 前 記 吸 上 芯
に 適 合 し た 形 状 の 開 口 部 分 と 、 該 開 口 部 分 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 に 連 続 し て 設 け ら れ た
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空 気 通 流 部 と で 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 薬 剤 容 器 の 吸 上 芯 が 挿 通 す る 挿 通 穴 は 、 吸 上 芯 に 適 合 し た 形 状 の 開 口 部 分 と
、 該 開 口 部 分 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流 部 と で 構 成 さ れ て い
る 。 こ の た め 、 こ の 挿 通 穴 を 挿 通 し た 前 記 吸 上 芯 は 、 前 記 挿 通 穴 の 前 記 開 口 部 分 に 挿 入 さ
れ た 状 態 で 不 用 意 な 移 動 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 前 記 開 口 部 分 の 周 囲 の 少 な く と も 一 部 に は 、 空 気 通 流 部 が 連 続 し て 設 け ら れ て
お り 、 前 記 吸 上 芯 を 前 記 挿 通 穴 の 前 記 開 口 部 分 に 挿 入 し た 状 態 に お い て 、 当 該 吸 上 芯 の 外
周 部 に は 、 前 記 空 気 通 流 部 が 空 き 空 間 と し て 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 拡 散 器 に お い て は 、 前 記 挿 通 穴 が 設 け ら れ た 壁 面 に 、 前 記 吸 上 芯 を 前
記 挿 通 穴 に 案 内 す る 傾 斜 面 を 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 前 記 吸 上 芯 を 前 記 挿 入 穴 に 挿 入 す る 際 に は 、 前 記 挿 入 穴 が 開 口 し た 壁 面 の 傾
斜 面 に 沿 っ て 前 記 吸 上 芯 が 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ の 拡 散 器 で は 、 前 記 挿 通 穴 を 楕 円 形 の 開 口 部 で 構 成 す る と と も に 、 該
挿 通 穴 の 短 軸 の 長 さ 寸 法 を 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 前 記 加 熱 部 の 直 径 よ り 短 く 設 定 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 す な わ ち 、 薬 剤 容 器 の 吸 上 芯 が 挿 通 す る 挿 通 穴 は 、 楕 円 形 の 開 口 部 で 構 成 さ れ て い る 。
こ の た め 、 こ の 挿 通 穴 を 挿 通 し た 前 記 吸 上 芯 は 、 前 記 挿 通 穴 の 短 軸 方 向 に 位 置 す る 開 口 縁
に 当 接 す る こ と に よ っ て 、 前 記 短 軸 方 向 へ の 移 動 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 挿 通 穴 は 楕 円 形 に 形 成 さ れ て お り 、 短 軸 方 向 で の 幅 寸 法 は 、 当 該 挿 通 穴 の 中
心 部 に て 最 大 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 当 該 挿 通 穴 を 挿 通 し た 吸 上 芯 が 、
当 該 挿 通 穴 の 中 心 か ら 長 軸 方 向 へ 移 動 し よ う と し た 場 合 、 当 該 挿 通 穴 の 短 軸 方 向 に 位 置 す
る 開 口 縁 に 当 接 す る こ と と な り 、 当 該 長 軸 方 向 へ の 移 動 が 規 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 前 記
吸 上 芯 は 、 前 記 挿 通 穴 の 中 心 部 に 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 吸 上 芯 が 前 記 挿 通 穴 の 中 心 部 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 に お い て は 、 前 記 吸 上
芯 の 前 記 長 軸 方 向 側 部 に 、 空 き 空 間 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 挿 通 穴 の 短 軸 の 長 さ 寸 法 は 、 前 記 加 熱 部 の 直 径 よ り 短 く 設 定 さ れ て い る 。 こ
の た め 、 前 記 挿 通 穴 に よ っ て 位 置 決 め さ れ る 前 記 吸 上 芯 は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 前 記 加 熱
部 へ の 干 渉 が 確 実 に 防 止 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 請 求 項 １ の 拡 散 器 に あ っ て は 、 吸 上 芯 を 挿 通 穴 の 開 口 部 分
に 挿 通 し た 状 態 で 当 該 吸 上 芯 の 不 用 意 な 移 動 を 阻 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 前 記
挿 通 穴 の 周 囲 部 に 細 長 の 振 り 止 め ガ イ ド を 突 設 す る こ と 無 く 、 前 記 吸 上 芯 の 前 記 加 熱 部 へ
の 不 用 意 な 接 触 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 組 立 時 に 配 線 や 他 部 材 が 引 っ 掛 か り が 生 じ 得 る 前 記 振 り 止 め ガ イ ド を 廃 止
す る こ と が で き る た め 、 組 立 作 業 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 前 記 吸 上 芯 を 前 記 挿 通 穴 の 前 記 開 口 部 分 に 挿 入 し た 状 態 に お い て 、 当 該 吸 上 芯
の 外 周 部 に は 、 空 気 通 流 部 を 空 き 空 間 と し て 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の た め 、 前 記 加 熱 部 の 熱 で 発 生 し た 空 気 の 流 れ を 、 前 記 空 気 通 流 部 を 介 し て そ の 下 方
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か ら 上 方 へ 対 流 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 前 記 吸 上 芯 か ら 蒸 散 さ れ た 薬 剤 の 拡 散
効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 拡 散 器 に お い て は 、 前 記 挿 通 穴 が 設 け ら れ た 壁 面 に 、 前 記 吸 上 芯 を 前
記 挿 通 穴 に 案 内 す る 傾 斜 面 を 形 成 す る こ と で 、 前 記 吸 上 芯 を 前 記 挿 入 穴 に 挿 入 す る 際 に 、
前 記 挿 入 穴 が 開 口 し た 壁 面 の 傾 斜 面 に 沿 っ て 前 記 吸 上 芯 を 案 内 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 吸 上 芯 を 挿 通 穴 に 挿 入 す る 際 に 、 当 該 吸 上 芯 が 前 記 挿 入 穴 近 傍 の 壁 面
に 当 接 し て 折 れ て し ま う と い っ た 不 具 合 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 挿 入 穴 が 、 加 熱 部 近 傍 に あ る 為 、 吸 液 芯 が 加 熱 部 に 接 触 す る こ と を 、 よ り 確 実
に 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ の 拡 散 器 で は 、 薬 剤 容 器 の 吸 上 芯 が 挿 通 す る 挿 通 穴 を 、 楕 円 形 の 開 口
部 で 構 成 し た た め 、 こ の 挿 通 穴 を 挿 通 し た 前 記 吸 上 芯 を 、 前 記 挿 通 穴 の 短 軸 方 向 に 位 置 す
る 開 口 縁 に 当 接 す る こ と に よ っ て 、 前 記 短 軸 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る こ と が で き る 。 ま た
、 前 記 挿 通 穴 を 挿 通 し た 吸 上 芯 が 、 当 該 挿 通 穴 の 中 心 か ら 長 軸 方 向 へ 移 動 し よ う と し た 場
合 に は 、 当 該 挿 通 穴 の 短 軸 方 向 に 位 置 す る 開 口 縁 に 当 接 す る こ と に よ っ て 、 当 該 吸 上 芯 の
前 記 長 軸 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の た め 、 前 記 吸 上 芯 の 前 記 挿 通 穴 に お け る 短 軸 方 向 及 び 長 軸 方 向 へ の 移 動 を 防 止 す る
こ と が で き 、 当 該 吸 上 芯 を 、 前 記 挿 通 穴 の 中 心 部 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 前 記 吸 上 芯 が 前 記 挿 通 穴 の 中 心 部 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 に お い て は 、 前 記 吸 上
芯 の 前 記 長 軸 方 向 側 部 に 、 空 き 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の た め 、 前 記 加 熱 部 の 熱 で 発 生 し た 空 気 の 流 れ を 、 前 記 空 き 空 間 を 介 し て そ の 下 方 か
ら 上 方 へ 対 流 さ せ る こ と が で き 、 前 記 吸 上 芯 か ら 蒸 散 さ れ た 薬 剤 の 拡 散 効 率 を 高 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 楕 円 形 に 形 成 さ れ た 前 記 挿 通 穴 の 短 軸 の 長 さ 寸 法 を 、 前 記 加 熱 部 の 直 径 よ り 短
く 設 定 す る こ と で 、 前 記 挿 通 穴 で 位 置 決 め さ れ た 前 記 吸 上 芯 の 前 記 加 熱 部 へ の 干 渉 を 確 実
に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に か か
る 拡 散 器 と し て の 芳 香 器 １ を 示 す 図 で あ る 。 該 芳 香 器 １ は 、 芳 香 器 本 体 ２ に セ ッ ト さ れ た
薬 剤 容 器 と し て の 薬 剤 瓶 ３ 内 の 液 状 薬 剤 を 気 化 し て 放 出 す る 装 置 で あ り 、 当 該 芳 香 器 １ は
、 ト イ レ や 居 住 空 間 で 使 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 芳 香 器 １ の 拡 散 器 本 体 と し て の 芳 香 器 本 体 ２ は 、 図 ２ に も 示 す よ う に 、 後 壁 面 を 形
成 す る 後 カ バ ー １ １ と 、 該 後 カ バ ー １ １ の 前 側 に 取 り 付 け ら れ る 前 カ バ ー １ ２ と 、 該 前 カ
バ ー １ ２ と 前 記 後 カ バ ー １ １ と の 間 に 配 置 さ れ る 構 成 部 品 と し て の 内 部 構 成 体 １ ３ と で 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 後 カ バ ー １ １ は 、 光 を 透 過 し な い 有 色 の 不 透 明 な 樹 脂 に よ っ て 前 方 が 開 口 し た 容 器
状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 下 部 に は 、 切 欠 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 後 カ バ ー １ １ は
、 上 部 が 断 面 円 弧 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 中 央 部 に は 、 薬 剤 を 揮 散 す る 為 の 揮 散 穴 ２ ２
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が 開 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 前 記 後 カ バ ー １ １ の 上 部 に は 、 内 側 に 延 出 す る 一 対 の 係 止 ピ ン ３ １ ， ３ １ が 前 記
揮 散 穴 ２ ２ よ り 前 方 側 に 設 け ら れ て お り 、 当 該 後 カ バ ー １ １ の 側 面 に は 、 前 後 方 向 に 延 在
す る 上 部 リ ブ ３ ２ ， ３ ２ と 、 支 持 リ ブ と し て の 下 部 リ ブ ３ ３ ， ３ ３ と が 左 右 の 部 位 に 設 け
ら れ て い る 。 前 記 下 部 リ ブ ３ ３ ， ３ ３ の 前 端 部 に は 、 リ ブ 挿 通 穴 ３ ４ ， ３ ４ が 設 け ら れ て
お り 、 固 定 用 の タ ッ ピ ン ね じ ３ ５ ， ３ ５ を 挿 通 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 後 カ バ ー １ １ の 側 面 上 部 に は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 複 数 の ス リ ッ ト ４ １ ， ・ ・ ・
か ら な る 空 気 取 入 口 ４ ２ ， ４ ２ が 左 右 に 形 成 さ れ て お り 、 該 空 気 取 入 口 ４ ２ ， ４ ２ か ら 芳
香 器 本 体 ２ 内 に 外 部 の 空 気 を 取 り 込 め る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 前 記 空 気 取 入 口 ４ ２ ， ４
２ の 各 ス リ ッ ト ４ １ ， ・ ・ ・ は 、 断 面 円 弧 状 に 形 成 さ れ た 前 記 後 カ バ ー １ １ の 上 部 に 設 け
ら れ て お り 、 当 該 後 カ バ ー １ １ の 下 部 側 面 に 設 け ら れ た 場 合 と 比 較 し て 、 当 該 芳 香 器 本 体
２ の 中 心 寄 り に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 後 カ バ ー １ １ に は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 軸 部 ４ ４ を 介 し て ス ラ イ ド 板 ４ ５ が 支 持
さ れ て お り 、 ス ラ イ ド 板 ４ ５ は 、 前 記 軸 部 ４ ４ を 中 心 に 回 動 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 前 記 ス ラ イ ド 板 ４ ５ に は 、 操 作 ノ ブ ４ ６ が 突 設 さ れ て お り 、 該 操 作 ノ ブ ４ ６ は 、 前 記 後
カ バ ー １ １ に 設 け ら れ た 操 作 ノ ブ 挿 通 穴 ４ ７ を 介 し て 外 部 に 延 出 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 操 作 ノ ブ ４ ６ を 操 作 し て 前 記 ス ラ イ ド 板 ４ ５ を 前 記 軸 部 ４ ４ を 中 心 に
回 動 す る こ と に よ っ て 、 当 該 ス ラ イ ド 板 ４ ５ が 前 記 空 気 取 入 口 ４ ２ ， ４ ２ を 構 成 す る 各 ス
リ ッ ト ４ １ ， ・ ・ ・ の 開 口 面 積 を 可 変 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 後 カ バ ー １ １ の 下 部 に は 、 一 対 の 矩 形 穴 ７ １ が 設 け ら れ て お り 、 前 記 内 部 構 成 体 １
３ に 設 け ら れ た コ ン セ ン ト プ ラ グ ７ ２ ， ７ ２ を 前 記 矩 形 穴 ７ １ ， ７ １ を 介 し て 、 当 該 後 カ
バ ー １ １ よ り 後 方 へ 延 出 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 後 カ バ ー １ １ の 下 縁 中
央 部 に は 、 係 止 爪 ７ ３ が 上 方 へ 向 け て 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ は 、 光 を 透 過 す る 透 光 性 を 有 し た 半 透 明 の 樹 脂 で 形 成 さ れ て お り 、
中 央 部 に 設 け ら れ た 中 央 板 ８ １ を 中 心 に 構 成 さ れ て い る 。 該 中 央 板 ８ １ の 左 右 側 縁 部 に は
、 一 般 部 ８ ２ よ り 一 段 高 い 支 持 片 と し て の 段 差 面 ８ ３ ， ８ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 当 該 中 央
板 ８ １ が 補 強 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 該 中 央 板 ８ １ に は 、 上 方 に 膨 出 し た 円 形 膨 出 部 ９ １ が 形 成 さ れ て お り 、 該 円 形 膨 出 部 ９
１ に は 、 そ の 下 方 か ら 前 記 薬 剤 瓶 ３ の 首 部 が 挿 入 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 前 記 中 央
板 ８ １ の 後 縁 に は 、 下 方 に 垂 下 す る 挟 持 板 ９ ２ が 設 け ら れ て お り 、 該 挟 持 板 ９ ２ と 前 記 中
央 板 ８ １ に 形 成 さ れ た 前 記 段 差 面 ８ ３ と の 間 に は 、 間 隙 ８ ４ ， ８ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 前
記 挟 持 板 ９ ２ の 下 縁 中 央 に は 、 凹 部 ９ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 該 凹 部 ９ ３ に は 、 前 記 後 カ バ
ー １ １ に 設 け ら れ た 前 記 係 止 爪 ７ ３ が 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 挟 持 板 ９ ２ は 、 前 記 前 カ バ ー １ ２ の 下 部 と 対 向 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 当 該 挟
持 板 ９ ２ は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 前 記 前 カ バ ー １ ２ と の 間 に 配 置 さ れ た 前 記 薬 剤 瓶 ３ の
瓶 本 体 ９ ５ を 前 記 前 カ バ ー １ ２ と 共 に 前 後 か ら 挟 持 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に
よ り 、 前 記 挟 持 板 ９ ２ と 前 記 前 カ バ ー １ ２ と で 挟 持 さ れ た 前 記 薬 剤 瓶 ３ は 、 そ の 首 部 が 前
記 円 形 膨 出 部 ９ １ に 挿 入 さ れ た 状 態 で 保 持 さ れ る と と も に 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、
前 記 首 部 よ り 延 出 し た 吸 上 芯 ９ ６ が 前 記 円 形 膨 出 部 ９ １ に 設 け ら れ た 挿 通 穴 ９ ７ を 介 し て
上 方 へ 延 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 当 該 芳 香 器 本 体 ２ の 下 部 に は 、 図 １
に 示 し た よ う に 、 前 記 薬 剤 瓶 ３ が 下 方 か ら セ ッ ト さ れ る 下 方 開 口 状 の 容 器 保 持 空 間 ９ ８ が
形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ の 前 記 円 形 膨 出 部 ９ １ 天 面 に 設 け ら れ た 前 記 挿 通 穴 ９ ７ は 、 図 ５ に
も 示 す よ う に 、 横 長 の 楕 円 形 の 開 口 部 で 構 成 さ れ て お り 、 円 柱 状 に 形 成 さ れ た 前 記 吸 上 芯
９ ６ の 断 面 形 状 に 適 合 し た 円 形 状 の 開 口 部 分 ９ ７ ａ と 、 該 開 口 部 分 ９ ７ ａ の 周 囲 の 左 右 側
部 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流 部 ９ ７ ｂ ， ９ ７ ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 挿 通 穴 ９ ７ は 、 短 軸 ９ ９ が 前 記 後 カ バ ー １ １ 及 び 前 記 前 カ バ ー １ ２ 側 へ 向 け た 前 後
方 向 に 延 在 す る と と も に 、 長 軸 １ ０ ０ が 前 記 挟 持 板 ９ ２ に 沿 っ て 延 在 す る よ う に 配 置 さ れ
て い る 。 前 記 短 軸 ９ ９ の 長 さ 寸 法 は 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ の 直 径 と ほ ぼ 同 寸 法 に 設 定 さ れ て お
り 、 当 該 吸 上 芯 ９ ６ の 前 後 方 向 へ の 移 動 が 阻 止 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 中 央 板 ８ １ の 後 縁 部 に は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 矩 形 状 の 支 柱 １ ０ １ が 前 記
円 形 膨 出 部 ９ １ に 沿 っ て 立 設 さ れ て お り 、 こ の 支 柱 １ ０ １ の 上 端 部 に は 、 ヒ ー タ １ ０ ２ が
設 け ら れ て い る 。 該 ヒ ー タ １ ０ ２ は 、 前 記 支 柱 １ ０ １ を 介 し て 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ に 支 持
さ れ て お り 、 当 該 ヒ ー タ １ ０ ２ で 加 熱 さ れ る 加 熱 部 １ ０ ４ は 、 前 記 円 形 膨 出 部 ９ １ に 設 け
ら れ た 前 記 挿 通 穴 ９ ７ の 真 上 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の ヒ ー タ １ ０ ２ の 前 記 加 熱 部 １ ０ ４ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 薬 剤 瓶 ３ よ り
延 出 し た 前 記 吸 上 芯 ９ ６ に 遊 嵌 し 、 該 吸 上 芯 ９ ６ の 外 周 部 を 包 囲 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い
る 。 ま た 、 前 記 加 熱 部 １ ０ ４ の 直 径 Ｄ は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 楕 円 形 の 開 口 部 で 構 成 さ
れ た 前 記 挿 通 穴 ９ ７ の 短 軸 ９ ９ の 長 さ 寸 法 よ り 大 き な 寸 法 に 設 定 さ れ て お り 、 当 該 加 熱 部
１ ０ ４ は 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ に 遊 嵌 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 吸 上 芯 ９
６ で 吸 い 上 げ ら れ た 薬 剤 を 前 記 ヒ ー タ １ ０ ２ の 前 記 加 熱 部 １ ０ ４ で 外 周 部 か ら 加 熱 す る こ
と に よ っ て 、 当 該 薬 剤 の 蒸 散 を 促 進 す る と と も に 、 蒸 散 し た 薬 剤 を 前 記 揮 散 穴 ２ ２ を 介 し
て 外 部 に 揮 散 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 ヒ ー タ １ ０ ２ に は 、 図 ３ に も 示 し た よ う に 、 電 極 １ １ １ ， １ １ １ が 設 け ら れ て お り
、 該 電 極 １ １ １ ， １ １ １ は 、 接 続 線 １ １ ２ ， １ １ ２ を 介 し て 制 御 基 板 １ １ ３ に 接 続 さ れ て
い る 。 該 制 御 基 板 １ １ ３ は 、 前 記 挟 持 板 ９ ２ の 裏 面 に 沿 っ て 固 定 さ れ て お り 、 当 該 制 御 基
板 １ １ ３ の 下 部 に は 、 家 庭 用 の Ａ Ｃ コ ン セ ン ト に 差 し 込 ま れ る 前 記 コ ン セ ン ト プ ラ グ ７ ２
， ７ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 こ の 制 御 基 板 １ １ ３ に は 、 図 ４ に も 示 し た よ う に 、 前 記 Ａ Ｃ コ ン セ ン ト か ら 供 給
さ れ た 電 源 で 発 光 す る 発 光 体 と し て の 左 発 光 ダ イ オ ー ド １ ２ １ 及 び 右 発 光 ダ イ オ ー ド １ ２
２ が 接 続 さ れ て お り 、 各 発 光 ダ イ オ ー ド １ ２ １ ， １ ２ ２ は 、 前 記 円 形 膨 出 部 ９ １ の 両 脇 に
設 け ら れ た リ ブ １ ２ ３ ， １ ２ ３ に 係 止 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 両
発 光 ダ イ オ ー ド １ ２ １ ， １ ２ ２ が 、 前 記 支 柱 １ ０ １ 及 び 前 記 ヒ ー タ １ ０ ２ よ り 前 カ バ ー １
２ 側 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 前 記 円 形 膨 出 部 ９ １ の 側 部 に は 、 サ ブ 基 板 １ ３ １ が 設 け ら れ て お り 、 該 サ ブ 基 板 １ ３ １
は 、 前 記 制 御 基 板 １ １ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 該 サ ブ 基 板 １ ３ １ に は 、 ス イ ッ チ １ ３ ２ が 設
け ら れ て お り 、 該 ス イ ッ チ １ ３ ２ に 設 け ら れ た 操 作 部 １ ３ ３ は 、 前 記 後 カ バ ー １ １ に 設 け
ら れ た ス イ ッ チ 穴 １ ３ ４ を 介 し て （ 図 ２ 参 照 ） 、 当 該 後 カ バ ー １ １ の 側 部 に 突 出 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 前 記 円 形 膨 出 部 ９ １ に 設 け ら れ た 各 リ ブ １ ２ ３ ， １ ２ ３ の 端 部 に は 、 上 下 に 延 在 す る 円
筒 部 １ ４ １ ， １ ４ １ が 形 成 さ れ て お り 、 該 円 筒 部 １ ４ １ ， １ ４ １ は 、 前 記 段 差 面 ８ ３ ， ８
３ に 突 設 さ れ る と と も に 該 段 差 面 ８ ３ ， ８ ３ を 貫 通 し て 下 方 に 開 口 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 段 差 面 ８ ３ の 下 方 か ら 挿 入 さ れ た 固 定 用 の タ ッ ピ ン ね じ ３ ５ ， ３
５ を 前 記 円 筒 部 １ ４ １ ， １ ４ １ に 螺 入 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 前 カ バ ー １ ２ は 、 図 ２ 及 び 図 ６ に 示 し た よ う に 、 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ と 同 様 に 光 を
透 過 す る 透 光 性 を 有 し た 半 透 明 の 樹 脂 で 形 成 さ れ て お り 、 該 前 カ バ ー １ ２ は 、 縦 長 の 楕 円
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 前 カ バ ー １ ２ の 前 面 は 、 緩 や か に 湾 曲 し た 凹 凸 の 無 い 平 坦 面
で 構 成 さ れ て お り 、 そ の 周 縁 部 に は 、 凸 条 部 １ ５ １ が 全 周 に 渡 っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ
に よ り 、 こ の 凸 条 部 １ ５ １ の 内 側 は 、 フ ィ ル ム 等 の 貼 着 物 を 貼 着 可 能 な 貼 着 面 １ ５ ２ を 構
成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 前 記 前 カ バ ー １ ２ の 上 部 に は 、 後 方 に 延 出 し た 上 部 支 持 片 １ ６ １ ， １ ６ １ が 設 け ら れ て
お り 、 両 上 部 支 持 片 １ ６ １ ， １ ６ １ に は 、 係 止 穴 １ ６ ２ ， １ ６ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
上 部 支 持 片 １ ６ １ ， １ ６ １ の 前 記 係 止 穴 １ ６ ２ ， １ ６ ２ に は 、 前 記 後 カ バ ー １ １ に 突 設 さ
れ た 前 記 係 止 ピ ン ３ １ ， ３ １ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 係 止 さ れ る よ う 構 成 さ れ て お り （ 図 ２ 参
照 ） 、 当 該 前 カ バ ー １ ２ の 上 部 を 前 記 後 カ バ ー １ １ に 固 定 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 前 カ バ ー １ ２ の 下 部 中 央 に は 、 突 出 部 １ ７ １ が 突 設 さ れ て お り 、 該 突 出 部 １ ７ １ は
、 前 記 薬 剤 瓶 ３ の 前 記 瓶 本 体 ９ ５ に 設 け ら れ た 凸 部 １ ７ ２ を 下 方 か ら 支 持 し （ 図 ３ 参 照 ）
、 当 該 薬 剤 瓶 ３ の 不 用 意 な 離 脱 を 防 止 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 前 記 突 出 部 １ ７ １ の
両 脇 に は 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 前 記 後 カ バ ー １ １ 側 へ 向 け て 延 出 す る 延 出 片 １ ７ ３ ， １
７ ３ が 設 け ら れ て お り 、 両 延 出 片 １ ７ ３ ， １ ７ ３ は 、 断 面 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 各 延
出 片 １ ７ ３ ， １ ７ ３ に は 、 円 形 の 延 出 片 挿 通 穴 １ ７ ４ ， １ ７ ４ が 設 け ら れ て お り 、 固 定 用
の タ ッ ピ ン ね じ ３ ５ ， ３ ５ を 挿 通 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 記 後 カ バ ー １ １ に 設 け ら れ た 前 記 下 部 リ ブ ３ ３ ， ３ ３ 上
に 、 前 記 前 カ バ ー １ ２ に 設 け ら れ た 前 記 延 出 片 １ ７ ３ ， １ ７ ３ を 載 置 し た 状 態 で 支 持 で き
る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 前 カ バ ー １ ２ に 設 け ら れ た 前 記 延 出 片 １ ７ ３ ， １ ７ ３ 上 に
は 、 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ に 設 け ら れ た 前 記 段 差 面 ８ ３ ， ８ ３ を 載 置 し た 状 態 で 支 持 で き る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 後 カ バ ー １ １ の 前 記 下 部 リ ブ ３ ３ ， ３ ３ に 設 け ら れ た 前 記 リ ブ 挿 通 穴
３ ４ ， ３ ４ 及 び 前 記 前 カ バ ー １ ２ の 前 記 延 出 片 １ ７ ３ ， １ ７ ３ に 設 け ら れ た 前 記 延 出 片 挿
通 穴 １ ７ ４ ， １ ７ ４ を 挿 通 す る タ ッ ピ ン ね じ ３ ５ ， ３ ５ を 、 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ の 前 記 段
差 面 ８ ３ ， ８ ３ に 突 設 さ れ た 円 筒 部 １ ４ １ ， １ ４ １ に 螺 入 し て 、 前 記 後 カ バ ー １ １ の 前 記
下 部 リ ブ ３ ３ ， ３ ３ と 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ の 前 記 段 差 面 ８ ３ ， ８ ３ と の 間 に 前 記 前 カ バ ー
１ ２ の 前 記 延 出 片 １ ７ ３ ， １ ７ ３ を 挟 持 し た 状 態 で 、 前 記 後 カ バ ー １ １ と 前 記 内 部 構 成 体
１ ３ と 前 記 前 カ バ ー １ ２ と を 固 定 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 固 定 状 態 に お い て 、 前 記 後 カ バ ー １ １ と 前 記 前 カ バ ー １ ２ と 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ と
を 固 定 す る 固 定 位 置 １ ９ １ は 、 前 記 各 発 光 ダ イ オ ー ド １ ２ １ ， １ ２ ２ の 下 部 で あ っ て 、 各
発 光 ダ イ オ ー ド １ ２ １ ， １ ２ ２ の 発 光 面 よ り 前 記 後 カ バ ー １ １ 側 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た
、 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ に 設 け ら れ た 前 記 各 発 光 ダ イ オ ー ド １ ２ １ ， １ ２ ２ か ら 前 記 前 カ バ
ー １ ２ ま で の 間 は 、 空 虚 な 空 間 １ ９ ２ と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に か か る 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 薬 剤 瓶 ３ の 吸 上 芯 ９ ６ が 挿 通 す る 内 部 構 成
体 １ ３ の 挿 通 穴 ９ ７ は 、 楕 円 形 の 開 口 部 で 構 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 こ の 挿 通 穴 ９ ７ を
挿 通 し た 前 記 吸 上 芯 ９ ６ は 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ の 短 軸 ９ ９ 方 向 に 位 置 す る 開 口 縁 に 当 接 す る
こ と に よ っ て 、 前 記 短 軸 ９ ９ 方 向 へ の 移 動 が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ は 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ の 断 面 形 状 に 適 合 し た 円 形 状 の 開 口 部 分 ９ ７
ａ と 、 該 開 口 部 分 ９ ７ ａ の 左 右 側 部 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流 部 ９ ７ ｂ ， ９ ７ ｂ と に
よ っ て 楕 円 形 に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 開 口 部 分 ９ ７ ａ の 直 径 を 示 す 前 記 短 軸 ９ ９ 方 向 で の
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幅 寸 法 は 、 当 該 挿 通 穴 ９ ７ の 中 心 部 に て 最 大 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 当
該 挿 通 穴 ９ ７ を 挿 通 し た 吸 上 芯 ９ ６ が 、 当 該 挿 通 穴 ９ ７ の 中 心 か ら 長 軸 １ ０ ０ 方 向 へ 移 動
し よ う と し た 場 合 、 当 該 挿 通 穴 ９ ７ の 短 軸 ９ ９ 方 向 に 位 置 す る 開 口 縁 に 当 接 す る こ と と な
り 、 当 該 長 軸 １ ０ ０ 方 向 へ の 移 動 も 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の た め 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ は 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ の 短 軸 ９ ９ 方 向 及 び 長 軸 １ ０ ０ 方 向 へ の
移 動 が 防 止 さ れ 、 当 該 吸 上 芯 ９ ６ を 前 記 挿 通 穴 ９ ７ の 中 心 部 に 位 置 決 め す る こ と が で き る
。 こ れ に よ り 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ の 周 囲 部 に 細 長 の 振 り 止 め ガ イ ド を 突 設 す る こ と 無 く 、 前
記 吸 上 芯 ９ ６ の 前 記 加 熱 部 １ ０ ４ へ の 不 用 意 な 接 触 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し た が っ て 、 組 立 時 に 配 線 や 他 部 材 が 引 っ 掛 か り が 生 じ 得 る 前 記 振 り 止 め ガ イ ド を 廃 止
す る こ と が で き る た め 、 組 立 作 業 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ が 前 記 挿 通 穴 ９ ７ の 中 心 部 、 す な わ ち 前 記 開 口 部 分 ９ ７ ａ に 位
置 決 め さ れ た 状 態 に お い て は 、 図 ５ に も 示 す よ う に 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ の 前 記 長 軸 １ ０ ０ 方
向 側 部 に 、 前 記 空 気 通 流 部 ９ ７ ｂ で 構 成 さ れ た 空 き 空 間 Ｋ を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の た め 、 前 記 加 熱 部 １ ０ ４ の 熱 で 発 生 し た 空 気 の 流 れ を 、 前 記 空 き 空 間 Ｋ を 介 し て そ
の 下 方 か ら 上 方 へ 対 流 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ か ら 蒸 散 さ れ た
薬 剤 の 拡 散 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 楕 円 形 に 形 成 さ れ た 前 記 挿 通 穴 ９ ７ の 短 軸 ９ ９ の 長 さ 寸 法 は 、 前 記 加 熱 部 １ ０ ４
の 直 径 Ｄ よ り 短 く 設 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ に よ っ て 位 置 決 め さ れ る 前
記 吸 上 芯 ９ ６ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 前 記 加 熱 部 １ ０ ４ へ の 干 渉 が 確 実 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 内 部 構 成 体 １ ３ に お け る 円 形 膨 出 部 ９ １ の 天 面 を 平 坦 に
形 成 す る と と も に 、 こ の 天 面 に 前 記 吸 上 芯 ９ ６ が 挿 通 す る 前 記 挿 通 穴 ９ ７ を 設 け た 場 合 を
例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 す な わ ち 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 前 記 円 形 膨 出 部 ９ １ の 天 面 を 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７
が 設 け ら れ た 中 央 部 へ 向 か う に 従 っ て 上 方 に 突 出 し た 山 形 に 形 成 す る こ と で 、 前 記 挿 通 穴
９ ７ が 設 け ら れ た 天 面 の 裏 側 面 に 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ を 前 記 挿 通 穴 ９ ７ に 案 内 す る 傾 斜 面 ２
０ １ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ を 前 記 挿 入 穴 ９ ７ へ 挿 入 す る 際 に 、 該 挿 入 穴 ９ ７ が 開 口 し
た 天 面 裏 側 の 傾 斜 面 ２ ０ １ に 沿 っ て 前 記 吸 上 芯 ９ ６ を 案 内 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ を 前 記 挿 通 穴 ９ ７ に 挿 入 す る 際 に 、 当 該 吸 上 芯 ９ ６ が 前 記
挿 入 穴 ９ ７ 近 傍 の 壁 面 に 当 接 し て 折 れ て し ま う と い っ た 不 具 合 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 前 記 各 実 施 の 形 態 に あ っ て は 、 前 記 吸 上 芯 ９ ６ が 挿 通 す る 挿 通 穴 ９ ７ を 、 図 １ ０
の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 円 柱 状 に 形 成 さ れ た 前 記 吸 上 芯 ９ ６ の 断 面 形 状 に 適 合 し た 円 形 状
の 開 口 部 分 ９ ７ ａ と 、 該 開 口 部 分 ９ ７ ａ の 周 囲 の 左 右 側 部 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流
部 ９ ７ ｂ ， ９ ７ ｂ と で 構 成 し 、 横 長 の 楕 円 形 状 に 形 成 し た 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 す な わ ち 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ を 、 図 １ ０ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 円 形 状 の 開 口 部 分 ３ ０ １
ａ と 、 該 開 口 部 分 ３ ０ １ ａ の 周 囲 の 四 方 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流 部 ３ ０ １ ｂ ， ・ ・
・ と か ら な る 正 方 形 状 に 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ を 、 図 １ ０ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 円 形 状 の 開 口 部 分 ３ １ １ ａ と
、 該 開 口 部 分 ３ １ １ ａ の 周 囲 の 四 方 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流 部 ３ １ １ ｂ ， ・ ・ ・ と
か ら な る 菱 形 に 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ を 、 図 １ １ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 円 形 状 の 開 口 部 分 ３ ２ １ ａ
と 、 該 開 口 部 分 ３ ２ １ ａ の 周 囲 の 左 右 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流 部 ３ ２ １ ｂ ， ３ ２ １
ｂ と か ら な る 目 形 に 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ 第 ６ の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 加 え て 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ を 、 図 １ １ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 円 形 状 の 開 口 部 分 ３ ３ １ ａ
と 、 該 開 口 部 分 ３ ３ １ ａ の 周 囲 の 右 方 に 連 続 し て 設 け ら れ た 空 気 通 流 部 ３ ３ １ ｂ と か ら な
る 形 状 に 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ 第 ７ の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ し て 、 前 記 挿 通 穴 ９ ７ を 、 図 １ １ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 円 形 状 の 開 口 部 分 ３ ４ １ ａ
と 、 該 開 口 部 分 ３ ４ １ ａ の 周 囲 よ り 四 方 に 延 出 し た 空 気 通 流 部 ３ ４ １ ｂ ， ・ ・ ・ と か ら な
る 形 状 に 形 成 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 体 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 体 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 体 か ら ヒ ー タ を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 実 施 の 形 態 の 前 カ バ ー を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 実 施 の 形 態 の 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 実 施 の 形 態 を 示 す 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で 、 （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第
３ の 実 施 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で 、 （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で 、 （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第
６ の 実 施 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で 、 （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 　 １ 　 　 芳 香 器
　 　 　 ２ 　 　 芳 香 器 本 体
　 　 　 ３ 　 　 薬 剤 瓶
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　 　 １ ３ 　 　 内 部 構 成 体
　 　 ９ ６ 　 　 吸 上 芯
　 　 ９ ７ 　 　 挿 通 穴
　 　 ９ ７ ａ 　 開 口 部 分
　 　 ９ ７ ｂ 　 空 気 通 流 部
　 　 ９ ９ 　 　 短 軸
　 １ ０ ２ 　 　 ヒ ー タ
　 １ ０ ４ 　 　 加 熱 部
　 ２ ０ １ 　 　 傾 斜 面
　 　 　 Ｄ 　 　 直 径
　 　 　 Ｋ 　 　 空 き 空 間
　 ３ ０ １ ａ 　 開 口 部 分
　 ３ ０ １ ｂ 　 空 気 通 流 部
　 ３ １ １ ａ 　 開 口 部 分
　 ３ １ １ ｂ 　 空 気 通 流 部
　 ３ ２ １ ａ 　 開 口 部 分
　 ３ ２ １ ｂ 　 空 気 通 流 部
　 ３ ３ １ ａ 　 開 口 部 分
　 ３ ３ １ ｂ 　 空 気 通 流 部
　 ３ ４ １ ａ 　 開 口 部 分
　 ３ ４ １ ｂ 　 空 気 通 流 部

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(10) JP 2007-229384 A 2007.9.13



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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